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研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
　
上

目
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
本
誌
第
四
十
六
号
）

は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
新
聞
販
路
協
定
事
件

一
　
我
国
の
審
、
判
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
事
件
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
り

　
日
湯
浅
木
材
工
業
株
ほ
か
六
十
四
名
に
対
す
る
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ⅱ
考
察

　
　
Ｉ
審
決
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
野
田
醤
油
株
ほ
か
四
名
に
対
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

　
　
1
1
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
審
決
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
丿

　
§
東
洋
レ
ー
ョ
ン
株
ほ
か
十
二
名
に
対
す
る
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
考
察

　
　
Ｉ
審
決
の
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
片
倉
工
業
株
ほ
か
十
六
名
に
対
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

　
　
Ⅱ
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
審
決
の
概
要

　
　
　
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
合
意
の
立
証
に
関
す
る
若
干
の
考
察



　
　
Ⅱ
考
察

　
　
　
　
　
　
丿

　
丙
川
口
製
糸
株
ほ
か
三
名
に
対
す
る
伴

　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
Ｉ
審
決
の
概
要

　
　
1
1
考
察

　
叫
右
油
価
格
協
定
事
件

　
　
Ｉ
事
件
の
概
要

　
　
Ⅱ
考
察

　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
㈲
鐘
淵
紡
績
株
株
ほ
か
九
名
に
対
す
る
件

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
（
以
上
本
誌
第
四
十
七
・
四
十
八
合
併
号
）

二
、
本
質
的
判
例
法
の
発
見

　
Ｂ
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
成
立
要
件
、
に
関
す
る
本
質
的
判
例

　
　
法

　

I
r
a
t
i
od
e
c
i
d
e
r
!
d
‘
の
ま
と
め

　
　
Ⅱ
本
質
的
判
例
法

　
　
　
１
他
の
行
為
者
の
行
為
の
認
識
な
い
し
予
測
及
び
そ
れ
に
基
づ

　
　
　
　
く
意
思
決
定

　
　
　
２
行
為
の
予
測
に
基
づ
く
意
思
決
定
の
内
容

　
　
　
３
１
２
の
ま
と
め

　
　
　
　
４
行
為
予
測
の
原
因

　
　
５
結
論

㈲
間
接
事
実
に
よ
る
証
明
、
に
関
す
る
審
判
決
の
本
質
的
態
度

　
Ｉ
湯
浅
木
材
事
件
、
新
聞
販
路
協
定
事
件
及
び
片
倉
製
糸
事
件
か

　
　
ら
の
帰
納

　
　
１
間
接
事
実
よ
り
認
定
さ
れ
る
事
実
…
…
語
合
等
に
基
づ
く
行

　
　
　
為
予
測
及
び
意
思
決
定

　
　
２
間
接
事
実
１
：
：
：
平
行
行
為
群
の
存
在
及
び
そ
の
合
理
的
棍

　
　
　
拠
の
証
明
の
不
存
在

　
　
３
間
接
事
実
９
″
・
・
・
・
：
陶
話
合
ま
た
は
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互

　
　
　
聴
取
、
及
び
面
０
行
為
予
測
の
動
機
の
存
在
及
び
話
合
ら
し
く

　
　
　
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
く
行
為
の
予
測
の
可
能
性
、
を
推

　
　
　
測
せ
し
め
る
事
情
の
存
在

　
　
４
結
論

　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
Ｈ
川
口
製
糸
株
事
件
及
び
東
洋
レ
ー
ョ
ン
株
事
件
か
ら
の
帰
納

　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
１
両
事
件
の
認
定
態
度

　
　
２
認
定
を
否
定
さ
れ
た
事
実
の
本
質
…
…
行
為
の
予
測

　
　
３
２
の
行
為
類
型
該
当
事
実
の
認
定
の
否
定
に
導
く
事
情

　
　
４
結
論

　
Ⅲ
野
田
醤
油
事
件
か
ら
の
帰
納
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Ⅳ
石
油
価
格
協
定
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
本
誌
第
四
十
九
号
）

三
　
審
判
決
の
証
明
方
法
の
評
価

四
　
K
n
u
d
H
a
n
s
e
ｎ
の
学
説

　
日
　
市
場
構
造
に
基
づ
く
合
意
の
証
明

　
昌
　
市
場
行
動
に
基
づ
く
合
意
の
証
明

　
ｍ
　
　
　
　
K
n
乱
H
a
n
s
e
n

の
証
明
方
法
の
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
本
号
）

三
　
審
判
決
の
証
明
方
法
の
評
価

　
次
に
、
審
判
決
の
証
明
方
法
の
評
価
を
試
み
る
。
そ
の
為
に
、
先
に
明
ら
か
に
し
た
、
審
判
決
の
底
に
流
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
本

質
的
根
本
的
判
例
法
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

命
題
田

　
「
①
1
0
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
話
し
合
い
、
も
し
く
は
、
2
0
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
共
同
の
取
引
の
場
に
お
け
る
第
三
者
（
取

　
　
引
相
手
）
へ
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
に
基
づ
き

　
②
平
行
行
為
の
行
為
者
達
が
、
相
互
に
、
他
の
者
の
行
為
を
予
測
し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
に
自

　
　
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
は
、
士
不
当
な
取
引
制
限
の
要
件
の
法
律
事
実
た
る
意
思
の
連
絡
も
し
く
は
合
意
の
外
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延
に
含
ま
れ
る
。
」

命
題
回

　
　
「
Ｐ
平
行
行
為
群
の
存
在
、
及
び
そ
れ
を
説
明
し
う
る
意
思
の
連
絡
以
外
の
合
理
的
根
拠
の
（
被
審
人
側
か
ら
の
）
積
極
的
証
明
の

　
　
不
存
在

　
2
0
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
間
の
話
し
合
い
、
も
し
く
は
、
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
、
取
引
相
手
（
＝
第
三
者
）
へ
の
意
見
開

　
　
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
の
存
在
、
及
び

　
3
0
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
相
互
間
に
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
動
機
が
存
し
た
こ
と
、
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
、
及
び

　
　
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
達
が
互
い
の
行
為
を
2
0
の
話
合
い
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
き
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
な
い
し

　
　
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
、
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
間
接
事
実
と
し
て
（
＝
十
分
条
件
）

　
　
↓
平
行
行
為
の
行
為
者
達
が
、
相
互
に
、
2
0
の
話
合
い
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
き
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測

　
　
し
、
そ
れ
と
の
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
行
っ
た
こ
と
、
が
推
定
な
い
し
証
明
さ

　
　
れ
る
。
」

　
　
ｊ
命
題
ｍ

　
　
く
「
印
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
話
合
い
も
し
く
は
第
三
者
へ
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
が
、
欠
け
る
場
合
、
ま
た
は

　
回
向
平
行
行
為
群
に
顕
著
な
例
外
が
あ
り
、
例
外
を
除
い
た
平
行
行
為
群
に
も
、
話
合
い
及
び
意
見
開
陳
聴
取
以
外
の
合
理
的
根

　
　
拠
が
あ
り
、
か
つ

　
　
㈲
話
合
い
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
き
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
こ
と
の
可
能
性
(
p
o
s
s
i
b
i
l
i
t
y
)
が
十
分
で
な
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い
こ
と
を
示
す
事
情
が
お
る
場
合
に
は
、
士
（
命
題
面
の
要
件
部
分
の
他
の
条
件
が
備
っ
て
い
る
場
合
で
も
）
平
行
行
為
の
行
為

　
　
者
達
が
、
相
互
に
、
話
合
い
も
し
く
は
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
に
基
づ
き
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
し
、
そ
れ
と
の

　
　
関
係
で
競
争
制
限
的
効
果
を
生
ず
る
よ
う
自
己
の
行
為
の
意
思
決
定
を
し
た
こ
と
の
認
定
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
上
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
審
判
決
の
方
法
に
よ
る
意
思
の
連
絡
も
し
く
は
合
意
の
証
明
（
及
び
認
定
）
は
、
結
局
次
の
事
実
類

　
　
　
　
　
　
　
丿

型
（
＝
上
記
命
題
函
の
要
件
部
分
）
に
該
当
す
る
事
実
の
証
明
（
及
び
認
定
）
に
還
元
さ
れ
る
。

「
1
0
平
行
行
為
群
の
存
在
、
及
び
そ
れ
を
説
明
し
う
る
意
思
の
連
絡
以
外
の
合
理
的
根
拠
の
（
被
審
人
側
か
ら
の
）
積
極
的
証
明
の
不

　
　
存
在

　
2
0
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
間
の
話
合
い
、
も
し
く
は

　
　
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
達
の
、
取
引
相
手
（
＝
第
三
者
）
へ
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
、
の
存
在
、
及
び

　
3
0
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
相
互
間
に
他
の
行
為
者
の
行
為
を
予
測
す
る
動
機
が
存
し
た
こ
と
、
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
、
及
び

　
　
㈲
平
行
行
為
の
行
為
者
達
が
互
い
の
行
為
を
2
0
の
話
合
い
も
し
く
は
意
見
開
陳
聴
取
に
基
づ
き
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
な
い
し

　
　
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
、
の
存
在
」

　
従
っ
て
、
こ
の
証
明
方
法
が
実
質
的
証
拠
に
基
づ
く
意
思
の
連
絡
な
い
し
合
意
の
証
明
及
び
認
定
を
容
易
に
し
た
か
否
か
は
、
こ

れ
ら
の
間
接
事
実
類
型
に
該
当
す
る
事
実
の
証
明
が
容
易
か
否
か
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
う
ち
1
0
「
平
行
行
為
群
の
存
在
及
び
そ
の
合
理
的
根
拠
の
被
審
人
側
か
ら
の
積
極
的
証
明
の
不
存
在
」
及
び
3
0

㈲
の
行
為
予
測
の
動
機
の
存
在
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
の
存
在
は
、
比
較
的
証
明
（
及
び
認
定
）
が
容
易
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
2
0
㈲
の
意
見
開
陳
及
び
そ
の
相
互
聴
取
の
存
在
、
及
び
3
0
㈲
の
、
そ
れ
に
基
づ
く
行
為
予
測
の
可
能
（
も
し
く
は
容
易
）
性
を
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推
測
せ
し
め
る
事
情
の
存
在
も
、
平
行
行
為
の
行
為
者
以
外
の
第
三
者
（
＝
取
引
相
手
）
が
入
っ
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
や
は
り

証
明
（
及
び
認
定
）
は
そ
う
困
難
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
片
倉
製
糸
事
件
型
の
カ
ル
テ
ル
行
為
の
場
合
に
は
、
審
判
決
の

証
明
（
及
び
認
定
）
方
法
は
、
か
な
り
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
け
れ
ど
も
2
0
㈲
の
平
行
行
為
の
行
為
者
間
の
話
合
い
の
事
実
の
証
明
（
及
び
認
定
）
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
不
当
な
取
引
行
為
で

あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
平
行
行
為
の
行
為
者
間
の
話
し
合
い
は
目
立
た
な
い
形
（
例
え
ば
、
屋
台
の
お
で
ん
屋
で
数
人
が
客
と
し
て
は

い
り
、
世
間
話
を
す
る
風
で
、
値
段
を
そ
れ
と
な
く
い
い
合
う
等
）
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
寡
占
市
場
に
お

い
て
は
、
後
述
す
る
如
く
、
企
業
間
の
行
動
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
的
相
互
依
存
関
係
(
p
a
r
a
m
e
t
r
i
s
c
h
e

I
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
z
)
も
し
く
は
密

接
な
反
応
連
関
(
d
i
e

e
n
g
e

R
e
a
k
t
i
o
n
s
v
e
r
b
u
n
d
e
n
h
e
i
t
)
が
存
在
す
る
た
め
、
低
形
式
の
共
謀
(
e
i
n
e

r
e
l
a
t
i
v
en
i
e
d
r
i
g
eF
o
r
m

d
e
r

K
o
l
l
u
s
i
o
忌
で
も
っ
て
高
度
の
共
謀
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
従
っ
て
、
話
合
い
が
行
わ
れ
て
も
、
そ
れ
を
直
接
証
拠
に
基
づ
き
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ま
た
、
語
合
い
に

基
く
予
測
の
可
能
（
容
易
）
性
を
直
接
証
拠
に
基
づ
き
証
明
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
語
合
い
の
事
実
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
予
測
の
可
能
（
容
易
）
性
の
証
明
を
放
棄
し
て
、
他
の
事
実
（
＝
１
平
行
行
為
の
存
在

及
び
そ
の
合
理
的
根
拠
の
証
明
の
不
存
在
　
２
予
測
動
機
の
存
在
を
推
測
せ
し
め
る
事
情
の
存
在
）
の
み
を
間
接
事
実
と
し
て
意
思
の
連
絡
な

い
し
合
意
の
証
明
を
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
寡
占
市
場
に
お
い
て
は
、
意
識
的
平
行
行
為

(
b
e
w
u
S
t
e
s

P
a
r
a
l
l
e
l
v
e
r
h
a
l
t
e
n
)
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
事
情
が
あ
り
、
上
記
事
実
の
み
の
証
明
で
は
、
平
行
行
為
が
意
識
的

平
行
行
為
な
の
か
、
又
は
合
意
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
従
っ
て
、
結
局
審
判
決
の
証
明
方
法
は
、
特
に
寡
占
市
場
に
お
い
て
は
、
片
倉
工
業
株
事
件
型
の
事
件
の
場
合
を
の
ぞ
い
て
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く



機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
き
ら
い
が
あ
ろ
う
。
今
日
、
多
く
の
市
場
が
寡
占
市
場
で
あ
る
か
、
寡
占
市
場
と
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
間
接
事
実
と
し
て
の
、
平
行
行
為
の
当
事
者
間
の
話
し
合
い
の
事
実
に
依
存
し
な
い
証
明
方
法
が
望
ま
れ

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
次
に
、
話
し
合
い
の
事
実
を
間
接
事
実
と
し
て
用
い
ず
、
主
と
し
て
市
場
構
造
の
分
析
を
通

し
て
合
意
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
K
n
u
d
H
a
n
s
e
n
　
の
学
説
を
検
討
す
る
。

－53－
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四
　
K
n
u
d
H
a
n
s
e
n
の
学
説

　
K
n
u
d

H
a
n
s
e
n
は
、
今
日
ド
イ
ッ
共
和
国
の
多
く
の
市
場
が
寡
占
市
場
化
し
て
い
る
現
実
に
か
ん
が
み
、
寡
占
市
場
に
お
け
る

－62－



価
格
協
定
の
合
意
の
間
接
証
拠
(
{
乱
E
a
r
l
F
}
に
よ
る
証
明
(
F
限
I
F
)
は
い
か
に
な
さ
る
べ
き
か
､
を
論

六
≒

　
ｊ
　

一

市
場
構
造
(
M
a
r

k
t
s
t
ru
k
t
u
r)
に
基
づ
く
合
意
の
証
明

くK
n
u
d

H
a
n
s
e
n
は
､
ま
ず
第
一
に
市
場
構
造
に
着
目
し
､
市
場
構
造
の
分
析
に
若
干
の
補
充
的
因
子
(
e
r
g
a
n
z
e
n
d
e

F
a
c
t
o
r
e
n
)

(
3
)

の
顧
慮
を
加
え
れ
ば
､
高
い
確
率
で
企
業
の
平
行
行
為
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
｡

I

K
n
u
d

H
a
n
s
e
n
は
､
市
場
構
造
を
決
定
す
る
重
要
な
決
定
子
(
F
i
i
g
S
g
)
と
し
て
､

1
0
売
手
の
数
(
Z
a
h
l

d
e
r

A
n
b
i
e
t
e
r
)

2
0
市
場
の
完
全
度
(
G
o
d
d
e
r

M
a
r
k
t
v
o
l
l
k
o
i
n
m
e
n
h
e
i
t
)
及
び

3
0
市
場
の
閉
鎖
度
{
d
'
e
}
{
0
:
r
d
e
r

b
e
s
t
e
h
e
n
d
e
n
M
a
r
k
t
z
u
g
a
n
g
s
s
c
h
r
a
n
k
e
昌

を
と
り
あ
げ
､
か
つ
､
こ
の
う
ち
の
市
場
の
完
全
度
は
､

a
製
品
の
同
質
度
(
9
乱
d
e
r

P
r
o
d
u
k
t
h
o
m
o
g
e
n
i
t
a
t
)
=
当
該
製
品
間
の
代
替
可
能
度
(
d
i
e

S
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n
s
f
a
h
i
g
k
e
i
t

d
e
r

a
n
g
e
b
o
t
e
n
e
n
P
r
o
d
i
g
)
､
及
び

b
市
場
の
透
明
度
(
G
昌
d
d
e
r

M
a
r
k
t
t
r
a
n
s
p
a
r
e
n
z
)
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
す
る
｡

そ
し
て
､
こ
れ
ら
の
決
定
子
(
9
売
手
の
数
､
製
品
の
同
質
度
､
市
場
透
明
度
､
及
び
市
場
の
閉
鎖
度
)
を
用
い
て
､
大
路
次
の
よ
う
に

結
論
す
る
｡

命
題
印

｢
P
相
対
的
に
少
数
の
売
手
(
r
e
l
a
t
i
v
w
a
侭
Q
y
i
i
a
)

y
高
度
の
､
製
品
の
同
質
性
(
W
e
i
t
g
e
h
e
n
d
e

P
r
o
d
u
k
t
h
o
m
0
智
即
応
t
)
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3
0
高
度
の
市
場
透
明
性
(
g
r
o
E
e

M
a
r
k
t
t
r
a
n
s
p
a
r
e
n
z
)
'
の
三
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
は
上
(
売
手
間
の
､
行
動
パ
ラ
メ
ー
タ

ｰ
に
関
す
る
高
度
の
相
互
依
存
関
係
e
i
n
e

h
o
h
e

p
a
r
a
m
e
t
r
i
s
c
h
eI
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
z
d
e
r
e
i
n
z
e
l
n
e
n
A
n
b
i
e
t
e
r
が
生
じ
)
上
競
争

制
限
(
=
平
行
行
為
群
)
が
存
し
て
も
､
そ
れ
は
意
識
的
平
行
行
為
(
r
w
S
t
e
s

P
a
r
a
l
l
e
l
v
e
r
h
a
l
t
e
昌
で
あ
り
､
合
意
に
基
づ
く

も
の
で
は
な
い
と
推
定
さ
れ
る
｡
｣

こ
れ
に
反
し
て

命
題
卵

｢
1
0
相
対
的
に
少
数
の
売
手

2
0
製
品
の
高
度
の
同
質
性

3
0
低
度
の
市
場
透
明
性
C
g
e
r
i
n
s
e

M
a
r
k
t
t
r
a
n
s
p
a
r
e
n
z
=

u
n
v
o
l
l
k
o
m
m
e
n
e

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
)

と
い
う
条
件
の
下
で
は
､

上
(
自
然
に
放
置
す
れ
ば
､
一
般
的
値
下
が
り
傾
向
e
i
n
e

a
l
l
g
e
m
e
i
n
e
P
r
e
i
s
s
e
n
k
u
n
e
s
t
e
n
d
e
n
z
が
生
じ
､
従
っ
て
)
↓
価
格
競

争
の
制
限
(
=
価
格
に
関
す
る
平
行
行
為
群
)
の
存
在
は
､
黙
示
の
合
意
な
い
し
行
為
の
協
調
(
e
i
n
e

A
b
s
t
i
m
m
u
n
g

d
e
s

V
e
r
h
a
l
t
e
n
s
)

を
推
定
せ
し
め
る
｡
｣

I
y

命
題
Ⅱ

く

｢
市
場
閉
鎖
性
(
d
i
y
ヽ
[
Q
沁
a
u
習
品
S
I
o
i
ほ
]
が
強
け
れ
ば
強
い
程
上
(
企
業
間
の
行
動
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
関
す
る
相
互
依
存
性

d
i
e
p
a
r
a
m
e
t
r
i
s
c
h
eI
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
z
が
高
く
な
り
)
上
平
行
行
為
群
が
存
し
て
も
､
そ
れ
が
黙
示
の
合
意
な
い
し
協
調
(
A
b
s
-

(
8
)

t
i
m
m
u
n
g
)
に
基
づ
く
可
能
性
が
低
く
な
る
｡
L
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命
題
ぼ

　
逆
に
「
市
場
閉
頻
度
が
弱
い
場
合
に
は
、
土
（
企
業
間
の
行
動
パ
ラ
メ
ー
タ
に
関
す
る
相
互
依
存
性
が
低
く
な
り
）
士
平
行
行
為
群
が

　
存
す
る
場
合
、
そ
れ
が
合
意
に
基
づ
く
可
能
性
が
高
く
な
る
。
」

　
こ
の
場
合
、
市
場
の
閉
頻
度
は
、

　
1
0
総
需
要
に
対
す
る
関
係
で
の
最
適
な
事
業
規
模
(
d
i
e

o
p
t
i
m
a
l
e
B
e
t
r
i
e
b
s
-
u
n
d
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
s
g
r
o
B
e
i
m
v
e
r
h
a
l
t
n
i
s

z
u
r

(
j
r
e
s
a
m
t
n
a
c
h
i
r
a
g
e
)

2
0
特
許
プ
ｰ
ﾙ
の
ご
と
き
製
造
法
上
の
障
害
(
t
e
c
h
n
o
l
o
g
i
s
c
h
e

B
a
r
r
i
e
r
e
n
w
i
e

P
a
t
e
n
t
p
o
o
l
s
)

3
0
免
許
授
与
の
方
式
(
F
o
r
m
e
n

d
e
r

L
i
z
e
n
z
v
e
r
g
a
b
e
)

4
0
原
料
及
び
資
金
の
入
手
方
法
(
Z
u
g
a
品
z
u

R
o
h
s
t
o
f
f
e
n
u
n
d

K
a
p
i
t
L
)

5
0
販
路
機
構
(
d
i
e

O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
nd
e
r

A
b
s
a
t
z
w
e
g
e
)

o
総
費
用
中
の
固
定
費
の
割
合
(
d
i
e

H
o
:
h
e
d
e
r

f
i
x
e
n
K
o
s
t
e
n
(
μ
に
L
d
e
r

f
i
x
e
n
K
o
s
t
e
n

a
n
d
a
Q
Q
詔
目
t
r
o
箕
a
)
)

等
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
｡

n
補
充
的
因
子
(
e
r
g
a
n
z
e
n
d
e

F
a
k
t
o
r
e
n
)

次
に
H
a
n
s
e
n
は
補
充
的
因
子
と
し
て
､
市
場
の
発
展
段
階
(
M
a
r
k
t
p
h
a
s
e
)
及
び
企
業
規
模
の
絶
対
的
大
き
さ
(
d
i
e

a
b
s
o
l
u
t
e

G
r
o
S
e

d
e
r

T
に
J
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
)
を
と
り
あ
げ
る
｡

�
市
場
の
発
展
段
階

ま
ず
､
市
場
の
発
展
段
階
で
あ
る
が
､
彼
は
}
{
a
s
の
考
え
を
用
い
て
､
市
場
は
次
の
四
つ
の
段
階
を
通
し
て
時
間
的
に
発
展
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す
る
と
す
る
。
即
ち
、

　
1
0
実
験
期
(
d
l
e

E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
i
e
r
u
品
名
r
S
)

こ
こ
で
は
､
革
新
的
企
業
家
(
d
e
r

i
n
n
o
v
a
t
o
r
i
s
c
h
e

U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
)
が
新
製
品
及
び
そ
の
市
場
を
創
造
す
る

2
0
膨
張
期
(
d
i
e

E
x
p
a
n
s
i
o
n
s
p
h
a
s
e
)

こ
こ
で
は
市
場
の
拡
張
(
e
i
n

A
u
s
b
a
u

d
e
s

M
a
r
k
t
e
s
)
が
行
わ
れ
る
｡

y
成
熟
期
(
d
i
e

A
u
s
r
e
i
f
u
n
g
s
p
h
a
s
e
)

こ
こ
で
は
､
生
産
の
伸
び
の
減
速
(
e
i
n
e
v
e
r
i
a
n
g
s
a
m
u
品
d
e
r

P
r
o
d
u
k
t
i
o
n
s
a
u
s
d
島
呂
n
巴
が
生
ず
る
｡

(
1
2
し

4
0
停
滞
退
行
期
(
d
i
e

S
t
a
g
n
a
t
i
o
n
s
-
u
n
d

R
i
i
c
k
b
i
l
d
u
n
g
s
p
h
a
s
e
)

そ
し
て
､
寡
占
市
場
も
､
こ
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
発
展
す
る
と
し
て
､
大
路
次
の
よ
う
に
論
ず
る
｡

j

命
題
Ⅲ

ぐ

｢
成
熟
期
の
寡
占
(
d
s
l
t
o
牙
召
0
ご
に
お
い
て
は
､
士

(
1
0
少
数
の
売
手
e
i
n
e

g
e
r
i
n
g
e

Z
a
h
l

v
o
n

A
n
b
i
e
t
e
r
n

o
商
品
の
同
質
性
r
e
l
a
t
i
v

h
o
m
o
g
e
n
e
s

G
u
t

3
0
高
度
の
市
場
透
明
度
g
r
o
S
e

M
a
r
k
t
t
r
a
n
s
p
a
r
e
n
z
の
条
件
が
満
さ
れ
､
従
っ
て
､
こ
こ
で
は
士
企
業
間
の
行
動
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
関
す

る
相
互
依
存
関
係
p
a
r
a
m
e
t
r
i
s
c
h
e

I
n
t
e
r
d
e
p
e
n
d
e
n
z

=
寡
占
的
反
応
連
関
d
i
e

o
l
i
s
o
p
o
l
i
s
t
i
s
c
h
e

R
e
a
k
t
i
o
n
s
v
e
r
b
u
n
d
g
r
応
は
非

　
常
に
大
き
く
な
り
、
従
っ
て
士
黙
示
の
合
意
（
な
い
し
相
互
同
調
）
に
基
づ
か
ぬ
平
行
行
為
へ
の
ｶ
e
i
n

Z
w
a
n
g

z
u
m

P
a
r
a
l
l
e
l
v
e
r
-

　
h
a
l
t
e
n

o
h
n
e

e
e
e
e
n
s
e
i
t
i
g
e

A
b
s
t
i
m
m
u
n
g
が
働
く
。
従
っ
て
）
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土
平
行
行
為
群
が
存
し
て
も
、
こ
れ
が
合
意
に
基
づ
く
蓋
然
性
は
低
い
。
」
と
こ
ろ
が

命
題
剔

　
　
ぐ

　
「
ま
だ
拡
大
傾
向
e
x
p
a
n
s
i
v
e

Z
i
i
g
e
を
お
び
る
市
場
(
こ
の
特
色
は
､
生
産
拡
大
､
投
資
及
び
調
査
研
究
活
動
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
)

(
=
広
大
期
E
x
p
a
n
s

i
o
n
s
p
h
a
s
e
及
び
成
熟
期
の
あ
る
部
分
4
F
T
L
d
e
r

A
u
s
r
e
i
f
u
品
s
p
h
a
s
e
)
に
お
い
て
は

士
(
企
業
間
の
行
動
パ
ラ
メ
ー
タ
に
関
す
る
相
互
依
存
関
係
=
寡
占
的
反
応
連
関
は
生
ぜ
ず
､
寡
占
企
業
間
で
有
効
競
争
e
i
n
e

w
i
r
k
s
a
m
e

k
o
n
k
u
r
r
e
n
z
o
d
a
W
o
r
k
a
b
l
e
c
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
が
活
発
で
あ
り
､
従
っ
て
)
士
平
行
行
為
群
が
存
す
る
場
合
に
は
､
そ
の
底
に
黙

(
1
5
)

示
の
合
意
な
い
し
相
互
協
調
e
i
n
e

g
e
g
e
n
s
e
i
t
i
g
e
A
b
s
t
i
m
m
u
n
g
が
存
す
る
と
推
定
さ
れ
る
(
s
p
r
i
c
h
t

a
l
l
e
s
d
Q
{
ぽ
}
｡
｣

②
企
業
規
模
の
絶
対
的
大
き
さ
d
i
e

a
b
s
o
l
u
t
e
G
&
F
d
a
{
‐
y
{
a
n
条
目
召

次
に
彼
は
､
第
二
の
補
完
的
要
素
と
し
て
企
業
規
模
の
絶
対
的
大
き
さ
を
と
り
あ
げ

①
企
業
規
模
の
絶
対
的
大
き
さ
は
､
市
場
の
閉
鎖
性
の
程
度
を
決
す
る
一
要
素
で
あ
り
､
ま
た

②
規
模
の
大
き
な
企
業
間
で
は
､
非
常
に
め
だ
た
な
い
低
い
共
謀
形
式
で
(
m
i
t

e
i
n
e
rs
e
h
rn
i
e
d
r
i
g
e
n
F
o
r
m

d
e
r
K
o
l
l
u
s
i
o
n
)

　
　
高
度
の
共
謀
を
な
し
う
る
、
と
い
う
点
で
、

　
企
業
規
模
の
絶
対
的
大
き
さ
は
、
合
意
の
証
明
の
為
に
補
助
的
役
割
を
果
す
と
す
る
。
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う二
市
場
行
動
(
M
a
r
k
t
v
e
r
h
a
l
t
e
n
)
に
基
づ
く
合
意
の
証
明

ぐ次
に
H
a
n
s
e
n
は
市
場
行
動
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。



　
　
ｊ
命
題
Ⅳ

　
　
ぐ

　
「
1
0
統
一
価
格
表
e
i
n
h
e
i
t
l
i
c
h
e

B
r
u
t
t
o
p
r
e
i
s
l
i
s
t
e
n
又
は
統
一
価
格
算
定
基
礎
e
i
n
h
e
i
t
l
i
c
h
e

P
r
e
i
s
b
e
r
e
c
h
n
u
n
g
s
g
r
u
n
d
l
a
g
e
n

2
0
価
格
公
開
制
(
P
r
e
i
s
m
e
l
d
v
e
r
f
a
h
r
e
n
又
は
o
p
e
n
-
p
r
i
c
e
-
s
y
s
t
e
m
s
)

y
共
同
販
売
施
設
(
g
e
m
e
i
n
s
a
m
e

V
e
r
t
r
i
e
b
s
e
m
r
i
c
h
t
u
n
g
e
n
)

4
0
基
準
地
点
価
格
制
(
F
r
a
c
h
t
b
a
s
i
s
s
y
s
t
e
m
e
n
又
は
r
s
i
品
-
p
o
i
n
t
-
S
y
s
t
e
m
s
)

が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
､
士
そ
の
こ
と
が
､
平
行
行
為
の
底
に
黙
示
の
合
意
な
い
し
相
互
協
調
(
g
e
g
e
n
s
e
i
t
i
g
e

A
b
s
t
i
m
m
u
品
)

が
存
す
る
こ
と
の
間
接
事
実
{
}
乱
r
)
と
し
て
働
く
｡
｣
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ｊ
　
三

K
n
u
d
H
a
n
s
e
n
の
証
明
方
法
の
評
価

ぐ

　
H
a
n
s
e
n
の
定
立
し
た
命
題
が
真
理
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
経
済
学
の
門
外
漢
で
あ
る
私
の
良
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
従

っ
て
、
彼
の
方
法
の
評
価
も
十
分
に
行
う
自
信
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
十
分
自
覚
し
た
上
で
、
文
字
通
り
一
応
の
評
価
を
試
み
た

い
。

　
先
に
、
我
が
国
の
審
判
決
の
採
る
証
明
方
法
の
、
話
合
の
事
実
を
間
接
事
実
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
、
特
に
寡
占
市
場
に
お
け
る

合
意
の
証
明
の
為
に
は
、
具
合
が
悪
い
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
K
n
u
d

H
a
n
s
e
n
　
の
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
話
し
合
い
の
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
ツ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
―
）

の
証
明
は
い
ら
な
い
。
即
ち
、
上
記
命
題
Ｉ
？
Ⅲ
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、
合
意
の
証
明
の
為
に
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
く
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1
0
売
手
の
数
の
少
い
こ
と

　
　
2
0
商
品
の
同
質
度
が
高
い
こ
と

　
　
3
0
市
場
透
明
度
が
低
い
こ
と

　
　
4
0
市
場
の
閉
頻
度
が
低
い
こ
と
、

　
及
び
補
充
的
因
子
と
し
て

　
　
5
0
市
場
が
ま
だ
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と

を
証
明
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
う
ち
1
0
売
手
の
数
の
少
い
こ
と
、
及
び
2
0
商
品
の
同
質
度
の
証
明
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
4
0
市
場
の
閉
鎖
度
の
低
い
こ
と
も
、

最
適
事
業
規
模
、
特
許
プ
ー
ル
の
有
無
、
免
許
授
与
方
式
、
原
料
、
資
金
の
入
手
方
法
、
販
路
機
構
、
固
定
費
の
割
合
等
を
調
査
考

慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
証
明
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ｙ
市
場
が
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
生
産
拡

大
の
有
無
、
投
資
及
び
調
査
研
究
活
動
が
活
発
か
否
か
等
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
証
明
は
や
は
り
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
市
場
透
明
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
平
行
行
為
の
当
事
者
以
外
の
証
拠
方
法
を
用
い
て
証
明
し
得
る
性
質
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
話
し
合
い
の
事
実
の
証
明
に
較
べ
れ
ば
証
明
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
市
場
の
透
明
度
の
高
い
こ
と
の
挙
証
責
任

を
被
審
人
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
場
の
不
透
明
性
の
認
定
は
容
易
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
市
場
が
透
明
で
情
報
が
十
分
得
ら
れ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
企
業
が
そ
れ
を
立
証
す
る
ご
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
そ
の
こ
と
の
挙
証
責
任
を
負
わ
せ
て
も
必
ず
し

も
不
適
当
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
話
し
合
い
の
な
か
っ
た
こ
と
の
挙
証
責
任
を
企
業
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
は
、
そ
の
立
証
の
か
な
ら
ず
し
も

容
易
で
な
い
こ
と
か
ら
問
題
が
あ
ろ
う
。
）
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こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
K
n
u
d

H
a
n
s
e
n
式
の
証
明
方
法
は
、
被
審
人
間
の
話
し
合
い
の
事
実
が
つ
か
め
な
い
場
合
に
も
合

意
の
証
明
が
可
能
と
な
り
、
（
特
に
公
取
に
と
り
）
有
力
な
一
証
明
手
段
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。


